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日本と欧米諸国とのスキンケア文化の違い 
-見た目の美肌を維持するためのスキンケア文化と科学的根拠に基づいたスキンケア- 

 

●スキンケア文化：  

日本では、スキンケアは日常生活の一部として根付いており、多くの

人が若いうちから保湿ケアを重視しています。見た目の美しさを維持

するために、化粧水や乳液、クリームなどを使用し、毎日のスキンケア

ルーチンを欠かさないことが一般的です。この文化は、化粧品を塗っ

て、肌に必要な水分や保湿成分を補給し保湿し、紫外線吸収剤や紫

外線錯乱剤を補給して保護し、ビタミンやミネラルなどを補給し、見た

目の美しさを最大限に引き出すことに重きを置いています。 

 

●科学的根拠に基づいたスキンケア：  

一方で、欧米諸国では、スキンケアは科学的根拠に基づいて行われ

ることが多いです。ここでは、肌の構造や生理学に基づいたアプロー

チが取られ、長期的な効果を重視します。例えば、皮膚バリアの修復

や角質層の水分保持力の向上、ターンオーバーの正常化などの効果

が重要視されます。これにより、肌トラブルの根本原因に対処し、健康

で美しい肌を実現することが目的とされています。 

 

言い換えれば、化粧品を使用することで： 

1. 日本では、見た目の美しさを最大限に引き出すための科学的な

プロセスを行っているということです。 保湿や美白効果、紫外線

防止など、即効性のある効果を重視しています。 

2. 欧米諸国では、肌の健康を保つための科学的なプロセスを行っ

ているということです。 皮膚バリアの修復や長期的な肌の健康維

持に焦点を当て、科学的根拠に基づいた成分であるリノール酸を

使用しています。 

 

●両者の違い： 

• 文化的背景：日本では、スキンケアは見た目の美しさを保つた

めのルーチンとされることが多いのに対し、欧米では科学に基

づく根本的なケアが主流です。 

• ケアの目的：日本のスキンケアは主に保湿と表面的な美しさ

を重視するのに対し、欧米のスキンケアは肌の健康や長期的

な改善を重視します。 

• アプローチ：日本では多くの製品が「保湿」「保護」「補修」など

にフォーカスしているのに対し、欧米では皮膚バリアの修復や

ターンオーバーの正常化などにフォーカスしています。日本も、

欧米諸国も、どちらも科学的根拠に基づくアプローチが取られ

ます。 

 

これにより、日本と欧米諸国とのスキンケア文化の違いが明確になり、

消費者としてもより効果的なケア方法を選ぶ手助けになると思います。 
ところで、海の森は？長期間にわたって『素肌自体の健康』と、製品使用

直後の見た目の肌の美しさではなく、『素肌自体の美しさ』を両立させる、

欧米諸国のスキンケア方法です。 

 


